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【背景・目的】小規模自治体の多くは，手元にデータはあるもののデータ分析を行うマンパワーの不

足，ビッグデータを含むデータ分析の手法や結果の利活用に関する知見や経験が不足している．埼玉

県皆野町では，産官学連携でレセプトデータを中心にした自治体が保有するデータの突合および分析

を行い，その結果に基づいた地域課題の解決に取り組んでいる．本研究では，特に骨折に着目し，そ

の特徴について明らかにすることを目的とした． 

【対象・方法】平成 28年から令和 4年の 7年分のレセプト管理システム（医科・DPC・歯科・調剤）23

万件などのデータ間突合を行った．データベースの主要な情報は，傷病情報，診療情報，医薬品情報，

調剤情報，健診受診状況，要介護認定状況，介護予防事業参加状況とした．このうち，7 年間で骨折

発生件数 1,275人を分析の対象とし，年齢分布，性別部位別発生数，2次骨折件数，入院回数・期間，

薬剤使用について分析を行った． 

【結果】2年連続で骨折したものは 184人（14.4％）であった．年齢分布では 65歳から増え始め 80歳

代が最も多かった．部位別では腰椎圧迫骨折が 285 人でもっと多く，男性が 92 人，女性が 193 人で

あった．医療資源を最も投入した傷病では，大腿部頚部骨折が最も多かった．最初の骨折として圧迫

骨折になりやすく，特に腰椎圧迫骨折が多い傾向がみられた．薬剤使用と 2次骨折との関連でみると，

活性型ビタミン D3剤の服用非服用と 1次骨折と 2次骨折との間に統計学的に有意な関連がみられた． 

【考察】 転倒などを契機に骨折してしまう高齢者は多く，初回骨折が二次骨折のリスク因子要因とな

ることやその後の介護度が高くなること，また，自治体にとっては関連する医療介護費の抑制が課題

となっている．今回の分析から，大腿骨骨折に対する対策が必要であることが明らかとなった．今回

薬剤使用との関連については，服薬管理も含めた詳細な検討が求められる．また，今回，産官学連携

の取り組みによって，データ分析・評価可能な職員数が増加しており，庁内の DX 化が実質的に進ん

でいることは高く評価できる． 
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